






Europäer gegen die Islamisierung des Abendlandes）（以下、ペギーダと略記）
の街宣活動は「夜のお散歩」（Abendspaziergang）と呼ばれ、2014 年 10 月にド
イツ東部ドレスデンを拠点にその活動が始まった。2014 年 12 月から 2015 年 1 月
にかけてドレスデン工科大学哲学部政治学研究所で政治理論および政治学史講座の
主任教授を務める Dr. Hans Vorländer の研究チームが対面調査1) を行った。ドイ
ツの反イスラム化愛国者運動の街宣活動に参加する人たちはいったいどんな人た
ちなのか。そして、彼らはなぜこのような運動に参加するのか、これが Prof. Dr. 
Vorländer の研究チームの立てた問いである。2014 年 12 月 22 日、2015 年 1 月
5 日、1 月 12 日の 3 回で合計 397 人の回答を得ており、アンケートを拒否した人
の割合は 64.1％で他グループと比較しても、今回の調査としては高い回答率であ



















の歴史的背景をみているのだ。2014 年 10 月に始まったペギーダのデモは 12 月か














3)　2015 年 1 月 15 日付 Frankfuerter Rundschau 紙
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中川：ドイツの「反イスラム化愛国者運動」に参加する人たち
い層が 801€ から 1500€、日本円でいうと月収手取り 10 万円までが 13％、10 万
以上 20 万円までが 24％、20 万円から 34 万円までが 19％であり、34 万円以上 47







和する発言の多い右翼政党 AfD（Alternative für Deutschland）を支持する人が
17％、極右政党 NPD（ドイツ国民民主党）の支持者は 4％で、合計すると 20％を
超えるのである。ドレスデンとその周辺住民が 36％、それ以外のザクセン州から
きているのが 38％で合計で 74％である。参加の理由で最も多いのが政治に対する
不満（54％）である。移民や宗教に賛成しない人が合計で 20％、メディアや公共
性に対する批判から参加している人が 20％である。そして、上記の 54％の不満を
理由とする人たちの内訳の分析の結果、理由に「反イスラム化」を挙げている人が
23％、挙げていない人が 77％である。イデオロギーとしての右翼や左翼とは違う
動きを示すペギーダなどの市民の活動は、外国籍住民が約 2％とドイツ全体でも割
合の低いこの地域で、移民政策などに反対し活発化しているとはいえ、全体として
はドレスデンでは沈静化しているといえる。
　ペギーダの街宣活動に参加する人たちと、日本の在特会（在日特権を許さない市
民の会）の街宣活動に参加する人たちには共通点があると考えられる。まず、SNS
（ソーシャルネットワークサービス）を利用し、街宣活動の広報と参加呼びかけを
行い、メディアを利用し活動を広げようとしていること、参加者は「ネット右翼」
と呼ばれるような特徴を持っており、従来の右翼活動家とはタイプが違うこと、街
宣活動に参加することにある種の楽しみを見いだしているのではないかと思われる
行動が解散時に観察されることである。これらの実態については今後の調査研究に
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委ねたい。
